
糖尿病がどんな病気なのか、病気を予防するためにどんな生活が望ま

しいかについて解説します。また、検診が受けられるお近くの医療機関

を検索できます。

健康診断の結果などをご用意ください。検査結果をご入力いただくこと

で、指摘された異常をチェックしたり、理解を深めたりすることができま

す。

病気と診断され、これから治療を受けられる方が、納得して治療を受け

られるようお手伝いをします。

現在治療を受けている患者さんやご家族の方を対象に、病気とつきあっ

ていくためのポイントを整理します。また、これまでの治療経過を記録で

きます。

★

『１型糖尿病と診断された』方を対象にした解説です。
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1型糖尿病についての

理解を深めましょう。

2



ここに示す治療法はあくまでも一般的な治療選択肢に基づいています。

あなたの体調や病気の状態によって、治療方法が変わってきますので、必ず医師とよく相談してください。

１型糖尿病では、

以下の治療の組み合わせが考えられます。
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4



インスリンは血糖を下げる働きがありますが、それが分泌されていないため、血糖値が上がり続けます。

１型糖尿病の方は、インスリンがほとんど分泌されていない
状態です。
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血糖値が上がり続けると…どうなるの？

血糖値が高くなると、気分が悪くなったり、意識

がなくなって病院に運ばれることもあるのよ。

でも正しい治療を続けていれば、通常の元気な

生活を送ることができるので安心してね。

治療は大切です。

自覚症状の有無に

関係なく、続けてく

ださいね。
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あなたの糖尿病の状態と、治療の目標を確認してみましょう。

過去1～2カ月の血糖の平均値を表すHbA1c値が6.9%未満 であれば、合併症の出現を低く抑え

る可能性があることが報告されています。

また 諸外国では、より大規模な臨床研究の結果に基づいて合併症予防のための管理目標値と

して、HbA1c7%未満を推奨しています。

これを受け日本でも合併症予防のためには、HbA1c値7％未満が目標が推奨されることになりま

した。

糖尿病の合併症予防には、

HbA1c値を７％未満に保つことが大切よ‼ 

目標7.0%未満の理由
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あなたの糖尿病の状態と、治療の目標を確認してみましょう。

血糖値のコントロールのひとつの目標になります 。

 ▼

※糖尿病治療ガイド2010より

8

血糖値は自分でも測定可能です

自己血糖測定は、インスリン治療中の方が血糖の状態を

詳しくみる時などに特に有効です。

血糖のコントロール状態をすぐに知りたい時、食べ過ぎで

血糖値の上昇が心配な時、運動後で血糖値の下降が心

配な時、体調がすぐれず血糖値の異常が心配な時など

に、素早くチェックすることができます。

いつ測っても血糖値が良い状態

に保たれていることが理想なの。

自己血糖測定の器具やセンサー

は、インスリン治療中であれば

健康保険が適応されます。

詳しくは医師にご相談くださいね。



１型糖尿病の治療はインスリン療法と食事療法が基本です。

本来、すい臓は365日24時間、常にインスリンを出しています。

１型糖尿病の方はそのインスリンがほとんど出ていない状態ですので、インスリン注射を補わないと

血糖値が下がりません。

したがって注射は毎日必要となります。これは年齢に関係なく続ける必要があります。

同時に食事にも気を配ることで、インスリンが効果的に働くようにし、血糖値を下げる手助けをします。

インスリン療法（注射）はどうしても必要？

ここに示す治療法はあくまでも一般的な治療選択肢に基づいています。

あなたの体調や病気の状態によって、治療方法が変わってきますので、必ず医師とよく相談してください。

血糖値が高くなりやすい食事をとって

いると、インスリンをたくさん打っても

血糖値の下がりが悪くなることがある

の。なので食事療法も同時に行いま

す。特に年齢が高くなると、活動量が

減るので、食事は十分な注意が必要

になるわね。
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ここに示す治療法はあくまでも一般的な治療選択肢に基づいています。

あなたの体調や病気の状態によって、治療方法が変わってきますので、必ず医師とよく相談してください。

いずれの注射器も針は超極細で、通

常の注射針と比べて半分程度のもの

です。常に改良が施されており、痛み

もさほど感じることなく注射を打つこと

ができます。

カートリッジタイプ● ●使い捨て一体型 ●シリンジタイプ

注射器とインスリン液が一体
型になっていて、中の液だけ
交換が可能。

液は数日間交換せずに使用
できる。

注射器とインスリン液が一体
型になっていて、中の液だけ
交換することができない使い
捨てのタイプ。

液は数日間交換せずに使用
できる。

注射器とインスリン液が別々に
なっており、自分で液を注射器
に吸い取って使用するタイプ。

注射器本体も１回で使い捨て
にする。

インスリン注射器も針も色々

あるのよ。中には万年筆の様

に見えるものもあるわ。

種類や使い心地など、気にな

ることは医師に相談してくださ

いね。

インスリンの注射器には色々な種類があります。

代表的なものとしては、以下の３タイプです。
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インスリンは効果が現れる時間の違いから、超速効型、速効型、中間型、持効型、混合型

（超速効型または速効型と中間型を混ぜたもの）の製剤に分類されます。

これらをあなたの血糖の状態に合わせて使用します。

すい臓から出るインスリンと同じパターン

になるように、１日４回（毎食前＋就寝前）

打つことを勧められることが多いです。

ただし、あなたの血糖の状態によっては、

１日に打つ回数が変わることもあります。

（例：朝夕の２回など）

ここに示す治療法はあくまでも一般的な治療選択肢に基づいています。

あなたの体調や病気の状態によって、治療方法が変わってきますので、必ず医師とよく相談してください。

あなたの血糖の状態を

詳しく観察しながら、

インスリンの治療を進

めるので、最初は入院

治療を進められること

が多いのよ。

インスリン療法による分泌パターンの再現

＊基礎インスリン…24時間を通じて分泌されている一定量のインスリン
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この金額は、一般的なインスリン治療を受

けた場合に医療機関に支払う費用です。

薬代は含まれていません。他に検査が加

われば、さらに高額になる場合もあります。

あなたの状態や医療機関によって金額が

変わる場合もありますので、あくまでも目安

として考えてください。

インスリン注射の治療は、

飲み薬に比べると高いのよ。

でも勝手に止めると命にかか

わる場合もあるので、きちん

と続けてね。

3,000〜7,000円程度　（2014年12月調べ）：外来通院で３割負担の場合
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ここに示す治療法はあくまでも一般的な治療選択肢に基づいています。

あなたの体調や病気の状態によって、治療方法が変わってきますので、必ず医師とよく相談してください。

一般的には、管理栄養士（栄養士）、医師、看護師などが担当しています。

糖尿病を専門とする医療機関には、糖尿病療養指導士＊がいて、食事指導だけでなく、あなた

の生活習慣全般について一緒に考え、より良い状態になるように工夫案を出してくれます。

＊… 糖尿病療養指導士：糖尿病について専門の知識を持った

医療従事者で、資格を持っています。

看護師、栄養士、薬剤師、理学療法士、臨床検査技師など

がその資格を取ることができます。
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ここに示す治療法はあくまでも一般的な治療選択肢に基づいています。

あなたの体調や病気の状態によって、治療方法が変わってきますので、必ず医師とよく相談してください。

一般的には、以下のような個別指導と集団指導を通じて、あなたの毎日の食事が血糖の上がり

にくいものになるように指導します。

食事量の説明、普段の食事内容を聞き取り

などから改善点の相談をします。

具体的な様子を伝え、相談するために、食事

記入用紙を活用しましょう。

「糖尿病食とは」などのよくある質問や問題

に対して、講義やグループワークが行われ

ます。
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個別指導　390円（2014年12月調べ）

集団指導　240円（2014年12月調べ）　　　　　　　※いずれも３割負担の場合/１回につき

集団指導については、自分の通院する医療機関の患者さんだけが参加できる場合と、一般

に公開されている場合とがあります。

一般公開の場合は、講師に著名な先生を呼んで講演会形式にしたり、配布テキストに工夫

があったりしますので、参加費として上記金額以上が必要になることがあります。

このように指導形式によって金額が異なる場合がありますので、医療施設にご確認ください。
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※治療の目的は「年齢」、「あなたが糖尿病になってからの期間」、「肝臓の病気など血糖値に影響

する病気の程度」、「目標を低くすることによる低血糖の危険性」、「治療に対して得られる周囲の

協力の程度」などに合わせて個別に設定する必要があります。

いずれも成人に対する目標で、妊娠期は除きます。詳しくは医師とご相談ください。

糖尿病の合併症予防には、

HbA1c値を７％未満に保つことが大切よ‼ 
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過去1～2カ月の血糖の平均値を表すHbA1c値が6.9%未満 であれば、合併症の出現を低く抑え

る可能性があることが報告されています。

また 諸外国では、より大規模な臨床研究の結果に基づいて合併症予防のための管理目標値と

して、HbA1c7%未満を推奨しています。

これを受け日本でも合併症予防のためには、HbA1c値7％未満が目標が推奨されることになりま

した。

目標7.0%未満の理由
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DCCT＊により、このような結果が出ています。

*DCCT(Diabetes Control and Complications Trial)

１型糖尿病の患者さんを対象にした大規

模な臨床研究です。

この研究では、しっかりインスリンを使用

し、HbA1cを低く保てば、合併症の発症

リスクが下がることが示されました。

この結果が、世界中で血糖をコントロール

する指標の根拠になっています。

強化インスリン療法とは、インスリンをしっかり使って、

できる限り厳密に血糖をコントロールし、HbA1cを良い

状態に保つという治療方法なの。

グラフでは、この治療により眼、腎臓、神経、心臓の合

併症の発症を大幅に防げていることがわかります。
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合併症にはさまざまな症状があります。

●　手足のしびれ

●　感覚の麻痺

●　壊疽（えそ）

●　目のかすみ

●　赤く見える

●　胸の強い痛み

●　息苦しい

●　身体の片側のしびれ、麻痺

●　言語障害

●　視界が暗くなる

●　歩行障害

●　腎臓が働かず、

　　 血液に毒素がたまる

　　　　　　　（透析が必要）
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一見、軽い症状から、脳卒中、心筋梗塞、透析、足の

切断、失明…までと、怖いことばかりね。

でもちゃんと治療すること、定期的に検査をして対策

を立てることで、普通に快適な生活を送ることができ

るわ。合併症をあまり恐れることはないけれど、知っ

ておくことは重要ね。
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発症して５年目位になってくると、色々な

合併症が出てくると言われているのよ。

最初は症状に気付きにくいので、定期的

にチェックをして、早期発見することが大

切と言われているわ。

これは一般的な経過を示したです。

合併症の発症年数は血糖値が高くなってからの

年数や年齢、性別、他の持病などの様々な要因で

変化します。
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上の表では代表的な検査をお示し

します。どの検査が必要になるのか

は、医師とご相談ください。
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https://www.qq.pref.nara.jp/qq29/qqport/kenmintop/

下の青い文字をクリックすると、
『なら医療情報ネット』へ移動
します。

病院を探す時の

参考にしてくださいね。
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このサイトのお問い合わせ： 奈良県地域医療連携課 TEL ： 0742-27-8645 

注意事項

利用規約

このPDFでは、皆様が医療機関を受診する前に知りたいこと、気になること、知っておきたいことをお示ししてい

ます。しかし、皆様の身体の状況、遺伝的素因、生活環境、疾患の特殊性など、さまざまな要因によってお示し

している状況と異なる場合もございます。最終的には、医療機関を受診し、医師あるいは医療スタッフと相談の

上、総合的なご判断をいただく事をお勧めいたします。

掲載されている情報の内容に関しては万全を期しておりますが、その内容の正確性及び安全性を保証するも

のではありません。

掲載されている情報によって被った損害、損失に対して一切の責任を負いません。
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